
2025年度大阪府訪問看護実践研修事業
教育ステーション事業

よどきり訪問看護ステーション 小川真里子



目標の設定

▪ACP研修を実施し、

地域での多職種協働によるACP定着を促進する。

▪訪問看護サービスに質向上のための

研修事業を実施する。

▪さまざまな分野の専門性の高い看護師による

コンサルテーションを通して、人材育成に寄与する。



研修事業



ACP支援実践人材育成研修

7月12日 淀川キリスト教病院講義室
参加者 46名

8月23日 淀川キリスト教病院講義室
参加者 57名



対面研修

コグニサイズとは国立長寿医療研究センター
が開発した運動と認知課題（計算、しりとりな
ど）を組み合わせた、認知症予防を目的とした
取り組みの総称を表した造語です。
コグニサイズの実施は認知機能の低下を
抑制するといわれています。
参加者：41名

協力：牧訪問看護ステーション 訪問看護認定看護師
八津川栄子



ハイブリッド研修

看護は感情労働といわれており、コミュニケー
ションにおいて自己を知ることが重要です。
2024年度に行った感情マネジメント研修が
好評であったため、パート2として継続しました。

参加者 対面：24名
ZOOM：32名

協力：牧訪問看護ステーション 訪問看護認定看護師
八津川栄子



ハイブリッド研修

計画書や報告書等の文書作成の困りごとを
現場の実務に沿った形での共有を行うことで、
参加者が解決策を見い出せるようになることを
目指しました。

参加者 対面：16名
ZOOM ：29名

協力：サンルーム訪問看護ステーション 室 静香
なないろ訪問看護ステーション 長谷川泰子



研修事業

結果と課題

▪「ACP支援実践人材育成」や「認知症予防（コグニサイズ）」といっ

た、現場でのアウトプットが明確なテーマについては目標をほぼ達成した。

これは、専門職として、明日からの業務に直結する知識を求める学

習ニーズに合っていたと考える。

▪ハイブリッド研修におけるオンライン配信（ZOOM）においても目標を

ほぼ達成し、場所を選ばない学習機会の提供は一定の成果がある

と確認できた。

▪アンケート結果から、研修への満足度は高かった。

▪課題 対面受講の目標人数を下回る結果もみられた。これは、多忙

な現場において現地に赴くことの優先順位が上がりにくい要因があった

のではないかと推察する。学習ニーズに応じたテーマ、そのテーマと内容

に応じた最適な開催形態を選択することが重要と考える。



府民への相談支援事業



▪ 株式会社yodomachi 認定看護師の会により、「訪問看護の利用促進」をテーマとしたチラシを作成

【チラシ表】
【チラシ裏】



▪ 株式会社yodomachi 認定看護師の会により、「訪問看護とACP」をテーマとしたチラシを作成

【チラシ表】
【チラシ裏】



府民への相談支援事業

結果と課題

▪ 東淀川区医師会の会員122箇所に各種5部（計1,220部）

を配布した。

▪ 「訪問看護利用促進」のチラシには具体的なチェックリスト、「訪

問看護とACP」のチラシには「気持ちは変わっても大丈夫」という

メッセージを提示し、在宅療養やACPに対する心理的ハードル

を下げ、訪問看護師に早期相談を促す効果を期待して作成し

た。

▪ 今後、これらのチラシを携えて相談に来た地域住民に対して、研

修事業「ACP支援」で得られた専門的な知見とスキルを持つ

訪問看護師等が相談支援に対応すること、疾患の増悪予防

や本人の意向を尊重した質の高い意思決定支援の実現が望

まれる。



訪問看護体験研修事業

協力：牧訪問看護ステーション 高橋陽子
よどきり こども訪問看護ステーション 西海真理



訪問看護体験研修事業

結果

訪問看護に関心のある専門職や看護学生・看護師

▪ 目標回数 2回 実施回数 3回

▪ 助産師1名（新規開設を計画中・2か所を各1日）

▪ 訪問看護師1名（エコーを用いた実践場面への同行）

看護管理者等

▪ 目標回数 2回 実施回数 2回

▪ 訪問看護師（主任）1名

▪ 助産師1名



訪問看護体験研修事業

効果や課題

▪ エコー等の先進機器を用いた実践場面や小児訪問、管理運営

の仕組みを直接体験することで、組織運営や可視化によるケア

の質向上への理解が深まったと考えられる。

▪ 小児訪問看護ステーションの新規開設を計画している受講者に

対し、計2回の研修を実施した。研修後、ニーズの再確認を経

て研修を追加実施するに至った。指定訪問看護の特性上、医

療保険・介護保険双方の理解が不可欠だが、特定分野（小

児等）への特化を希望する受講者に対しては、その専門性に

合致した施設選定と、並行して制度全般を学べる構成をより

早期に提案すべきであった。



電話相談事業

協力：訪問看護ステーション・といろ 荒牧鉄男



電話相談事業

結果と課題

▪ 目標数 20件 実績 27件

▪ 相談先は、訪問看護ステーション、病院・施設が多かった。

▪ 相談内容は実務、指示書についてが多かった。

▪ 訪問看護の報酬算定や指示書の取り扱い、新規開設時の要件

など、多岐にわたる相談に対応した。現場特有のトラブルに対し、

根拠資料に基づいた迅速な回答を行うことで、ステーションの不安

解消と適切な事業運営に寄与できたと考える。県外からの相談に

も対応しており、広域的な相談窓口として機能した。

▪ 課題としては、複雑な制度解釈や、要介護度の認定情報把握の

遅れや医療機関の事業承継に伴う混乱などといった、外部要因で

算定に支障が出る事例も散見された。訪問看護の適正運営には、

自施設のみならず地域の医療・介護関係者全体への制度周知が

不可欠であると認識した。



コンサルテーション事業

協力：訪問看護ステーションルシア 先灘万里
牧訪問看護ステーション 皮膚排泄ケア認定看護師 高橋陽子
よどきり こども訪問看護ステーション 小児看護専門看護師 西海真理



コンサルテーション事業

結果と課題

電話サポート

▪ 目標数 1回 実績 0

対面サポート

▪ 目標数 6回 実績 4回

▪ 褥瘡の処置・管理方法、新規開設に伴う運営内容など、現場の臨

床課題から運営面まで支援した。

課題

▪ 難治性褥瘡への具体的な処置方針が定まり、スタッフのケアに

対する不安が払拭されるなど、直接的なケアの質向上に寄与し

た。また、新規開設前後の運営課題を対話を通じて整理できた。

新規開設の相談者には、今後も制度解釈と実践スキルの両面

で継続的なフォローが求められる。



協力ステーション

▪ 10か所

▪ 旭区          牧訪問看護ステーション

▪ 都島区 リハプロ訪問看護ステーション・都島

サンルーム訪問看護ステーション

▪ 北区 ユニケア訪問看護ステーション南森町出張所

▪ 淀川区       訪問看護ステーションルシア

あじさい訪問看護ステーションほのか

▪ 東淀川区 STY訪問看護ステーション

おかもと訪問看護ステーション東淀川

訪問看護ステーション・といろ

よどきり こども訪問看護ステーション



設定した目標の評価



1．ACP研修を実施し、地域での多職種協働によるACPの定着を促進する。

ACP支援実践人材育成研修では、目標をほぼ達成でき、地域における関心の高さと

ニーズを実感できた。

特筆すべき成果は、研修に留まらず、認定看護師らが中心となって、府民向けの啓発

チラシ（ACP編）を具体化したことである。

これにより、訪問看護師が「病気と暮らしの専門家」として、本人の価値観を尊重しなが

ら主治医やケアマネジャーとの橋渡しを行う役割を提示した。



2．訪問看護サービスの質向上のための研修事業を実施する。

認知症予防（コグニサイズ）や感情マネジメント等、実務とメンタルケアの両面から

研修を実施し、特に実務スキルの研修では現場の即戦力向上に寄与できる内容であった。



3．さまざまな分野の専門性の高い看護師によるコンサルテーションを通して、

人材育成に寄与する。

小児看護専門看護師や皮膚・排泄ケア認定看護師、訪問看護事業所管理者の

協力により、臨床および経営に関する計4件のコンサルテーションを実施した。

これらの支援は、画一的な研修ではカバーしきれない個別の課題に対し、対話を通じて、

現場が抱える具体的な懸念を整理する機会を提供した。



皆さまのご協力に感謝します
ありがとうございました
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